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第一章
わが青春の悩み
私の故郷大分県下毛郡耶馬渓町大字山移という所は、私の敬愛する福沢諭古の山た奥平滞の城ド町中沖
市から奇山行連なって深い渓谷をなす仙境耶馬渓を．史に奥に入った深耶馬渓の山々に聞まれた静かな山村であ
るこれを．史に奥に踏み込んで行くと玖珠町、山五円水守温泉を経て神制派、っ九重の重畳たる山並みに入り、更に
大を噴く阿蘇の連山に連なるのである。私の先祖は熊本から阿蘇を越え、九重から深耶応に入って来た様で、私の家は小さな造り酒屋であったが、
収入の主体は岡地の地主としての収入、そして山林の収入であった。
この辺りは昔、隠れキリシタンの村があったと言う話であるが、祖先の一人が家業が嫌に り、雲西寺という浄土真宗 寺を建てて別家し、私の机父も出家 たが、姉婿の養子を離縁せねばならなくなり、山系
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業を継ぐものが印刷なくなり還俗して家業を継いだし、叔母もお寺に嫁し、福岡県から大分県にかけて親戚は浄土真宗西本願寺系のお寺が多い。
長男であった父は田舎を飛び出して神戸の旧居留地で時計のオメガの親戚だと言、つスイス人のハウゼアさ
んと、
ハウゼア・ニシカンパニーという貿易業を営んでいた。
こういう環境の上に、これらの寺の子弟で京都の龍谷大学に入っていた連中が常時、神戸の我が家に出入
りし、兄弟のように育ったので、自然に仏経や哲学に深い関心を持つようになり、神戸一中の問、五年のころは神戸商科大学（神戸大学の前身）
一期生だった叔父の哲学書や御教書を読みあさっていた。
当時、日本は昭和四年の失業者溢れる世界大恐慌に巻き込まれ、神戸でも川崎造船所、一二菱造船の大量解一服、大整理があり、小 校の同級生 家庭の苦しみを数多く見たのであったが、昭和五年には恐慌深刻化中、政府は軍部に抗して軍縮を目指し、
ロンドン海軍条約を成立させて浜口首相が狙撃され、また前蔵相井
上準之助が極右翼の血盟団員小沼に射殺された。
昭和六年には陸軍関東京による満州事変起こり、
昭和七年には海軍青年将校達を中心とする勢力に一部陸
軍青年将校、井上日召の血盟団や橘孝三郎 農本主義愛郷塾の青年達が合流、首相官邸に乱入し 犬養首相を射殺するという所調五・一五事件起こ 政党政権時代は終わりを告げ、徐々に市主導型の政治態勢に入つていったのであった。満州では対ソ防衛国家、五族協和を目指す満州国が建設される一方、京は万里 長城を越え 華北に侵出する他、上海に於ても中国軍と激突して上海 変 市は更に中国奥地に兵 進めようとして 。
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昭和八年、日本は欧米と対立し、国際述盟を脱退、左翼弾圧強まり、昭和十一年、二・二六事件起こり、
今度は陸軍の青年将校達がそれぞれ部隊を率いて岡田啓介首相、斎藤実内大臣、渡辺錠太郎教育総監、高橋是清大蔵大臣、鈴木貫太郎侍従長等の政府の要人を襲い殺害し、政治、軍政の改革を要望する大規模のク
l
デタ
l
が実行された。
天皇は激怒され、鎮圧、処刑されたが、それでも下から突き上げられて暴走気味の軍の力を圧えることが出来ず、湖北昭和十二年には中国との戦争が南京、武漢、広州にも広がり、全面的 長期の日中戦争となり、私の中学卒業前の 国家総動員法 制定された。国内の激動が続き、満州国建同で微かな希望の光 見える他は中 戦線は益々戦闘が激化し、問際的圧力も強まる中、すべてが大きく変わろうとしていた。昭和十三年、跡取りである父親の長男の私が帰国して、家業を継ぐことを望んでいた祖父の葬儀を大分故郷で済ませて夜行で神戸に帰り、その足で中学の期末試験に臨んだ朝、突如神戸・阪仲間を襲った六甲山系の大山崩れが起こり、神戸一中五年生の夏休み 生き埋めになった死体掘りや、崩壊家屋や道路の土砂処理等に明け暮れしたのであった。何となく無情を感じながら昭和十四年の春の卒業が迫り 人生の進路を決める上級学校の選択に臨み、私が飛び出して祖父の死後祖母が寂しく守る家業を思い、戦争の拡大化で貿易が次第に難しくなり、ブラジル支店も閉めざるを得なくなって苦悩している父の様子を思い、また戦争 激化から田舎の幼友達にも応召、戦死者も出始 、人生進路に悩み、戦争を考え 生死を思い 果ては人生を考え、これから 人生如何に生
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さればよいかと迄考えるのであるが、激動の中何を目指し、何をやれば良いかが判らず、志が立たないのである。
そして人生に対し、社会に対する、自分の無知、無能、無力に打ちのめされたのであった。いっそ仏門に
と思い仏教大学の願書を取ったところ、母に見付かり泣いて頼まれ、断念したが、右翼の大物大川周明の弟子だ 言う第五高等学校柔道部の金洋一郎先輩から貰った短刀を返し、第五高等学校入学を捨て修業憎の如く日本各地を放浪した修道の中、仏と交流し神力を得る
エゲヤ
γ
家に在るときは毎晩、勉強を終えた深夜、神戸の家の近くの会ド山という小山に登り、冥想を重ねながら、抱えすぎた諸々の悩み、雑念 払うのを常としていた。たまたまそこに一寺あり、境内に憤怒の形相凄まじく 右手 剣を掲げ、背に燃え盛る光背を背負って立つ不動明王の立像あり、強 引き付けられるものを感じ、以後雨の日も風 日も欠かさず毎日深夜明王と対土寸一こ。品川脚，
EE
－－噌，，
激しく動く世間に対する自分の無智無能、そして人生 生きる上での無智無力 感じながら素裸になり拾身で明一 に向かい、「無智無能無力な私に力を与え給え、諸々 悩みを断ずる力 与 給え」
と懸命に祈願し、そして冥想自省を重ねていた或る 突然、対峠していた明王の魂が動いた形で「一切を
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捨てよ」という需声と共にド
l
ンと私の体に飛び込んでこられた感じがした。驚いて需に般市たれた様な感じ
を噛みしめていると、全身に力が満ちてきて、なんとなく恐いものが無くなり、矢でも鉄砲でも持ってこいと思う様になった。不思議なこと 生まれて初めて作った次の様な漢詩が出米た。
捨
眼前陀立鉄壁門
喝呼幣附全肉血
散紅忽化万染桜貫通徹門共春風
以後、不動明王に説られ、導かれた、名利を拾て、不正不理と強く戦いながら生きる、我ながら不思議な
人生を歩くことになったのである。第二章
士山
す一つ
その頃の春、北海道帝国大学阪学部の講師をしていた叔父が学会で京都に来て、学会終了後久し振りに神
戸の我が家に立ち寄った。若い私の行動を陰ながら心を山納めていたのであろう両親が「この子は変わった奴だからロマンのある北大
だと気に入るかも知れぬ、連れて帰って北大に入れて医者にでもしてくれ」と叔父に頼んだ。叔父と一一人、北海道 目指して旅立ったが、東京ま 特急つばめ号で八時間 札幌まで速いので東京・西荻窪の親戚吉村家に三泊し、また 人汽車に乗り、ゴットンコットンと東北本線を走り 青函連絡船に乗っ
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て青黒い海を渡り、函館、小樽を経て十七時間かかって遥々と、残雪残り、ポプラ政木美しく、清楚なアカシヤやスズランの花の香り漂う北岡、北海道の札幌に降り立ったのであった。幽玄な山重なる九重、火を吹く阿蘇や桜島の南国九州や白砂青松の須磨や異国情緒漂う神戸に育った私には静かに沈んだ美しさを持ち、残雪を抱いて広々とどこまでも広がる北国は 今迄体験したことのない異境であった。この美しく沈んだ異質の自然の中 歩き回 、静かな孤絶を味わっていた 、或る日 叔父の家の近く
ある広々と た中島公園の芝生に大の字になって青空を見上げ、去来する白雲を眺め、豊平川の雪解けの急流の背に．
H斗を傾けている裡、突然「動乱の地中国上海に投じよ」との啓示が天声の如く閃いた。そして私の
中に入り、私の守護仏となってくれた不動明王の指示だと感じた。
翌日、叔父の研究室へ行って上海行きの決心を話すと叔父は呆れてそして怒り出した。叔父は自分も経験のある若いものの悩みを多少理解し、
いろいろの角度から私の将来を真剣に考えてくれ
て養育を引き受けた であるから怒り心配するのは当然である。
N不動金縛り
Hと言、つ言葉があるが、自分でも頭で判っていて非常識と思うのであるが、見えないところ
から突き上げてくる心の議きにはどうしょうも いのであった。激論しても決着がつかず、済まないと思いつつ翌日叔父の惚守中に置手紙を残し、中国・上海の束班同文書院大学入学を胸に上京し、友達の下宿へ転がり込んだ。翌年、念願通り東亜同文書院大学予科に入学したが、両親は驚き「日本に一杯立派な学校があるのに何を
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好んで知り合い一人も居ない戦乱の外地の学校へ行くんだ」と悲しんだ。
H迷える一匹の仔羊
Hとしてクリスチャンの神戸一中の池田多助校長には二年間色々と心配を懸けたの
で、心岡まり上海の東亜同文書院に入学したこと 報告に赴いた。池田校長は非常に喜んでくれて「目標が見付かって良かったね、神戸一中の生徒は束大指向が多いが、私はむしろ色んな学校を目指し、
社会の色々な方面で才能を生かして活躍してくれる人材を育てたいと思っているのですよ」と一一一口われた。
また私を心配された池田校長が、束京で浪人生活 、凶君の而倒を見てくれと依頼してくれた萩原光男先
都からは「獅子児獅子肌の時来たる」と過分な激励のお手紙を戴いた。
鹿児島出身の数学の松崎先生は同じ九州気質で肌が合うのか、九州式指導で私の数学が満点に近い成績
が取れるまで引き上げてくれた人 ある。私の束叫同文書院入学を聞 つ男子志を立てて郷関を出ず
H
だ、五高をスベッタと一五日っていたが 私は嘘だと思っていた。その様 事で悩み迷っていたのか。よかった、よかった、人間は目標を立てて生きねばならぬ、背年は志を立てて飛び立たねばならぬ」 非常に害んでくれた。両親も始めは驚いたが、貿易仲間や大阪 繊維紡績業者から同文書院のことを聞き 多少 納得し安心したようであった。
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第三章
中国ヘ飛び込み、
魔都上海・動乱の中国で多くを学ぶ
昭和十六年
三
月、軍事色波厚となりその華やかさを
消しつつあ
った神戸
、
長崎を経て玄界灘の荒波を波り、
船が中国に近づくにつれ海が黄
色に
変化してきたが、
生まれて初めて見る黄色い海にまず驚いた
。
その賀色
い海を走る事四、
五時間、揚子江の河口に入ったが両
岸が見えない
。その想像を超えた大きさに再び舌を巻
いたのであ
った
。
見知らぬ中国に
これから取り組むことになるのであ
るが、世界は広い、
既成観念を拾てて取り組まねばな
るまいと思い
、大きな則待と希望が膨らんできたので
あった
。
やがて船は揚子江の支流賞浦江 入った
。
中
国の褐
色の帆を揚げ 大きなジヤンクや
、
物資を運ぶ多数の
小
船の中を日本
、臥米の大きな船が静かに往来し、ま
た米国、英国の国艇を
掲
げた海防蹴がたまに
波
を切
っ
1930年代の上海・外灘（バンド）
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て走行しているのが戦時中のことなので少し気になった。約二時間、黄浦江を遡るとアジアに類を見ないという江辺に建並ぶ高楼、ビルディング群の偉容が見えて
ワイザンマトウ
来た。我々は日本郵船の陛山嶋頭に上陸し、パスを連ねて英図式建て物が並び、日本人の多く住む共同租界を抜けてガーデンブリッジを渡り、中国百貨店やケバケバしい中 看板を掲げた中国商店 建並ぶ南京路を横目にフランス組界に入った。
フランス租界に入ると街容は三転してガラッと変わり、霞飛跡という美しい名前の広い道幅が一直線に東
西に走り、大きく茂ったプラタナスの街路樹が美しく、
フランスクラブやハイアライ場、溺酒な西洋風喫茶
店やレストラン、高級商店、ホテル、それに緑樹茂る内庭を抱えたフランス人や 国人の豪邸 静かに速なり、私も行ったことのない の街はこ 様なものであろうと思われるム
l
ド溢れる見事な町並を形成
していた。
この道を走り抜けフランス租界が切れた処に又々一転して徐家障 いう中園田舎街風の商店街・部落が現
われ、その中心に昔の上海交通大学が在り、これが蒋介石政権と共に重慶 移り、祉が中困難民、貧民に占拠され荒れていたのを上海事変で中国兵に校舎を焼かれた同文書院が借 受けて整備 大学の業容を保持したのであるが、我々はその交通大学跡の青い珊璃瓦に朱塗りの校門美しく、広々とした芝生の院子、大きな樹木生い茂る十万坪 キャンパスを持つ東亜同文書院大学に中国での第一歩を踏み入れたのであった。陸山鳴頭に上がり、バスで国際的大都市上海の街を縦断しただけで、英国調の建物の中では日本調を醸し
ダスカ
出している共同租界、南京路。福州路 大世界の中国人 ム
l
ド、そしてフランス租界の一転した風光、そ
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して、戦禍を内蔵する交通大学跡の東亜同文書院と上海の持つ国際的繁栄と華やかさの中に何か上海という大都市の複雑さや奥の深さ、そしてそ 陰に隠れた悲哀に似たものを感じたのであった。特異な学校東
E
同文書院
天啓によって選んで飛び込んだ学校であったが、庁出世金儲けを拾てて日中・東亜のことに挺身せよ
Hとい
う校風を持つこの学校は「捨」の神示を得た私にとって最適の学校であった。
この学校は昔の貴族院議長近衛篤麿公の主催する東亜同文会の教育事業の一環として明治三十三年南京に
開設され、義和団事変により翌明治三十四年上海に移転し、昭和二十年日本の大東雌戦敗戦により廃校となる迄日中激動の中を四十五年間存続し、日中 人材五千人を輩出したのである。東亜同文会は明治三十一年、 議長近衛篤麿公を会長に民間の対中国団体を統合し、言論界、政治家、中国現地活動家を網羅して結成された団体で、次の様な綱領 掲げた。
（一）中国保全（二）中国及び朝鮮の改善の助成（三）中国朝鮮の時事の討究と実行（四）国論の喚起
そして日露関の朝鮮分割活動を潰し、清朝 露消満州利権割譲の常約を潰す等 対銭日消両国国論喚起運
動も実施したが、同時に教育事業も重視して中国留学生受入 の東京同文書院、中国現地 上海同文書院、
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天津同文書院、漢口同文書院等を作ったが、五・四運動等のその後の排日運動により、上海の束亜同文書院以外は皆、中国側に譲ったり、廃校にしたりして消滅した。その後、東亜同文会は政治活動から手を引き、上海同文書院の経営と出版文化活動に専念することになった。東亜同文書院は東亜同文会の「中国保全」の趣旨に則り、
「中国を富強ならしめ、中日提携の基礎を固め
るに必要な日中の人材を養成する」という趣旨に基づいて開校された学校で、近衛公は勿論、当時の有名な中国人学者康有為や梁啓超、治国要人の張之洞や両江総督劉坤一等にも信望の厚い、館学を究め 禅にも徹した哲人根津一を初代学長とし、彼らの賛成協力を得て開校した。
「中日両国が協同し、中国伝統の経学と、日本が採用して成果を挙げた西欧の学術を併せて教育し、日中
友好協力の基礎を固める」として発足 た。
動乱の地中園、そして国際情勢渦巻く上海の真っ只中で勉強するのであるから、頭だけの勉強でなく、身
をもって勉強する実学的傾向が濃厚であった。
勿論、国際的立場も生じるので私学であるが 主旨に賛 した日本全国 県から選別された県費生、満
鉄や毎日新聞等の企業組織から選別されて派遣され 学生 朝鮮総督府、台湾総督府で選別し くる朝鮮人、台湾入を含めて約半数が厳選され 日本全国の秀才、英才であった。残りは私費生である。勿論、多数の中国人学生もいたのであるが、日中戦争激化の中で次第にその教は減 て行き、我々の時は台湾出身者だけになっていた。
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「興亜」という志を強制する以
外
は文部省管特
でなく外務省管轄で、内地の学校の様な文部省や軍の規制の介入が無く
、自由奔放の気に充ちてい
たそして卒業まで全寮
制
で、教授方も家族共々皆
学
内に住んでお
られた。前述の
ように
卒業迄全寮
生で気質
・言葉・風土の興なる日本全国から集まつ
た英才
・豪傑共が「興皿」の旗印の下、毎日
切
薩
琢磨するから大変である
。
教授達も動乱の現
地
で学生と共に学内に居住
し、志を持っ 学 が体当たりで迫って来るから内地の教授述の械なごまかした講義は
出
来ない環
境雰囲気であった
。
新入生が旋に入ると、
一年上の上級生が夕方、
中
国語の
凶戸を初め
とする発
音
指
導を夕食迄散歩
しながらやってくれる
附
習になっており
、
また彼
らが白山口で後班遥を上海の街に案内し、中国人と
学部案、正面の碑は「飲水恩源j の碑
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の接し方を色々と教えてくれたのであった。そして勉強していると、教育のためであろう、毎晩消を提げて酔っ払った先輩達が寮廻りと称して次々と現われ、新入生は酒の相手をさせられる。対応が悪いと机を引つくり返して怒鳴る。彼らの言うことを総括
すれば「中国関係に一生を捧げようと志すなら、出位、金儲けは諦めよ。馬鹿になって中国に飛び込め。小手先の理屈は第二にして、 でも飲んで馬鹿に る第一歩を踏み出せ」と言うことであると解釈したが、その後、中国と深く関わるにつれ、先輩達が伝統として残したであろうこの様な考え方はなるほどと感じることが多かったのである。尚志会｜大きな愛国心研究入学後間もなく、私が少し変わった雰囲気を持っ たせいか、同文書院の中でも特に身 捨て でも純粋に興亜に遇進しようとする豪傑共の集まったグループがおり、そういう気風の故に学内でも右派 見なされ、日本の右翼とも述絡 ある尚志会という会に引っ張り込まれた。この会は書院の先輩で満州国副総理を務め、ま 大同学院の教授であった中山優さん、この人は書院時代
授業にあまり出ず、図書館に能もって万巻の書を読み、後 一切を捨て四書の大学によって開眼したと言う哲人で、この人の指導により出来たという事である。
私が入会したときはこの中山さんや 建問に携わった人達の推薦で広島文理科大学 授を辞して王道による理想悶家を満州に造る事 挺身され、後、東条英機関東軍参謀長 満州 追われて同文書院の教授に
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なられた日田康信先生の指導を受けていた。先生は日本共産党の佐野学氏と机を並べて勉強した京大の同期生であるが、
マルクス研究のため先ずヘ
l
ゲルを研究さ 、その後これに関連して仏教哲学に入り、儒学の研究の方に幅を広げて行かれたようである。私の目指そうと考えていた方向と同じであると思った。
ヱ
7
・〆
1
学校で先生の東亜精神史の講義を腿くほか院子（庭）での団燃の中で話を交し、また共同租界五条ヶ辻の
御宅で貧乏な先生にスキ焼の御馳走を賜りながら色々の えをいただいたのであった。
尚志会の先輩連は魯迅の親友で中国の底辺をよく理解されていた内山書店の内山完造氏や小川愛次郎氏等の中国関係先覚者の御宅へ伴ってく 、体当た で本音の指導を受ける機会を作ってくれた。また満州協
和会や北支の新民会に携わる人々を紹介し くれて日本の治安活動 実体を知り、日中如何にあるべきかの思考を深める上 指導をしてくれたのであった。
五・一五事件や二・二六事件の聖書となったと忠われる北一輝の国家改造法案や支那革命外史や東大の歴史
教授平泉澄氏の右派膝史書や儒学 安岡正鰐氏の著書等が流れてきて輪読して意見を交し
尚志会では先輩達の協力を得て色々の機関から資金を調達し、上海近郊の大倉や松江で農村実態調査を
時々実施した。
調査に当たりその土地の農民との心の交流を計る催しをや が、親しくなるにつれ農民の婆さんやじい
さん遠から日本軍の程度の低い暴虐 話を聞き、身の縮ま 思いであった。話をし親しくなると日本の百姓と接しているのと少しも変わらな と私は思ったのであったが、日本兵も自国の農民に対 てこの様な破廉
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恥な行動は取れないだろうと考えれば、戦争とは一一一一口え日本人の文化レベルが低いと思わざるを得ず、
いくら
皇道だ、聖戦だといっても意味が無い、天皇の軍隊として恥ずかしいと思ったことであった。
昭和十八年のこのとき、満州では中国人の民意を考えず、また同文書院出身外交官や新しい理想国家建設
を目指した人々が前述の口
m先生のように次々と満州を追われ、満州国阜市川の秘書を務め、中国の宗教結社
紅司会の最高顧問を務めた同文書院出身奉天総領事林出賢次郎氏が反軍的であるとして関東軍参謀長東条英機中将に満州及び外務省を追われるようなことが相次ぎ 満州協和会も次第に初期の理想と離れて行き、民立を失っていった。北支の新民会もまた同じであり、中文の消郷工作に至っては日本の威令、任政権の威令は都市だけに限られるに至り、農村では編んだ膨大な竹の垣を張り巡らせて、その中だけを清郷とする有様で話にならず、子供の政治ではないかと情けなくなった。尚志会では激論の末、中国人に信望の厚い人を県長に据え、その下で我々が学校 休学して犬馬の労を取って民政をやり、それで成功すれば模範県に見習えと次々に中支 広げて行こうと言う決議に達 、軍の協力理解を受ける必要があるとして、南京総軍・辻参謀まで代表を送 が、辻参謀南方出張中で会えず、後 返答すると言われたがうやむや なった。以上の様に日本の軍政、任精衛政権が中国人特 股村で民意を失って行く姿を見、その陰で次第にこれを
補完し力を付けて行く中国共産党の動きを感じ、尚志会ではマルクス理論 国共産党 研究をやらねばならぬと感じ始めた。
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マルクス主義の研究予科の時は運動部本位の寮生活になるので硬式庭球部のキャプテンとして庭球部の仲間と朝夕を共にした
が、学部に入ると研究会、ゼミナール本位の寮生活になるので、予科のときから入っていた尚志会の本部の部屋に席を移し、熊本県出身の四十期生の徳永速美氏と同居した。
当時、中国共産党との関係を伝統として持ってい は講演部で、当時は元京都大学教授の左翼教授陣内
先生の指導を受けており その活動は激しく、書院右派と見なされていた我々尚志会 自然、激しい論争を交すことが多くなった。我々は日本の右翼とも多少連絡がありマルキストから見れば明らかに右派であろうが、中国との関係から見て中国に尊敬される右派であらねばならぬと思っているし、日本を愛する いう立場であっても日本中心日本独善の愛国者に対しては批判的であった。左派マルキストの言う事を聞いていると、
マルクス理論が絶対で、これを以て中国も日本も革命的に抜本
的に変えなければならない、天皇制も孔孟の教えも吹き飛ばさなければならないと確信的である。そこで彼らの拠って立つ哲学、唯物論に対し唯心論的 対抗して行く 彼ら そこ迄深く勉強してないから議論は噛み合わない。彼らの確信的態度の中 、右翼の一部に見る械 狂信的な要素を感じ
マルクス新興宗教だと
思ったりしたが、中国共産党のことも研究せねばならぬ で徳永氏と二人マルクス主義も研究 ようとい事となり、日本国内では売っていないマルクスの資本 と共産党宣言を上海の街の中国人の古本屋から買って来て徳永氏と二人ねじ鉢巻で勉強し、読破した。
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マルクスはすばらしい分析力と構成力を持った西洋科学思想で、世界を覆っていた資本主義を批判した、
経済理論、社会理論には資本主義経済の研究が進んでいない私には大いに参考になった。しかし私には納得できず、間違っているのではないかと思われる点が三つあった。
一つはマルクス主義を実現できれば人間の
理想社会、共産社会が実現すると断じたことであり、二つ目は精古川に構成された論理によって切り捨てられた人間の心、精神、神、宗教であ 。
いわゆる唯物論である。そして三つ目は自分が拠って立つ日本の国を
無視することであった。私の宗教的体験、勉強は相当進んでいたのかマルクスの唯物論は間違いであり、
マルクスの目指す共産社
会は人間の精神面から考えた場合、実現可能かどうか疑問を感じざ を得なかった。徳永氏は研究の結果マルキストとなり、彼の故郷 福岡県八女市の共産党の章一鎖となり、尚志会の仲間で東大の極右教授平泉澄氏の流れを汲む純粋な人柄の野田強君も兵隊から帰国後
一転して九州の炭坑の鉱夫
となり、共産党に入党して九州の中小炭坑の組合長として労使の信頼を得ていたが、なぜか又共産党を脱党して一市民となった。中国に在って日本軍政の暴走を憂慮し、軍を支持し、或いは便乗 る右翼に反発して左翼に走ったのであろうが、私がキャプテンをしていた硬式庭球部も共産党に入党したものも多かった。しかし或る者は中共派として締め出されたり、脱党し りし ものが相次い 共産党に残ってい もの 殆ど居ない。先生の中にも小岩井浄さんといって、徳田球一氏達と共に初期の日本共産党に弁護士として参加した先生が転向されて同文書院で教鞭を取っておられた。先生はキリスト教社会主義者から自然 共産党に入られ
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が唯物論的な考えや目的のためには手段を選ばぬ共産党の人の心を無視した考えに次第に耐えられなくなったのか、共産主義信奉を捨てない妻子とも離別し、我々と共に妙心寺上海別院で座禅 打ち込み、私達と同様中道 愛国者の道を模索されているようであった。
私に小岩井ゼミのセンターになる様先生からの要望があったが、すでに口回先生の指導を受けているので信頼のご好意は有難かったが謝辞した。先生は後 五・一五事件に参加した山岸中尉の姉で上海浦東地区での難民救済活動で有名だった山岸たか子氏と結婚し、戦後、同文書院の分身愛知大学の設立に挺身した最後の書院院長である本間喜一学長のあと第三代の学長と った。さて中国共産党は尚志会の農村実態調査や寧波地区で共産党解放軍新四軍との軍隊での交渉や戦闘を通じて共産軍が中国を制するのではないかと予感したが、その通りになった。私の上海学生時代、中国 欧米自由主義国家の応援する蒋介石政権、欧米の東洋植民地化侵略に反発し、東洋人による東洋 解放 目指し日 が応援した託精衛政権
ソ速が応援する中国共産党との三つ巴の激し
い抗争を見てきたが、各派共、中国を統一して世界になめられない大中華建国を目指しての愛国心というか愛民族心というのか、その精神的高揚は凄まじいも であ 。これに比べると日本人の愛国心なるものは底が浅いと思われ、中国共産党もその中華的愛国心に基づいて
中国統一改革の手段 し マルクス主義を利用したと私 考え、中国共産党政府は必ず中 文明を取り入れた中図式社会主義国家となり、民主 自由化が行なわれ、そ 観念的 者日本共産党とは合わないと断言した。
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そして日本の右翼は日本中心で独善的で国際的視野がなく、日本のマルクス主義者はマルクス理論あって日本なく、共に私の取るべき道ではなく共に日本を愛し憂うる資質を欠くものであると思ったのであった。「両頭を切断すれば一剣天に侍って寒し」
と不動明王の叡智の剣の輝きを感じながら天地自然、神の道は人為を越えた中道に在ると思ったことであっ
た禅に参ずるこの尚志会の連中は禅の達人であった初代院長根津一先生にあやかろうとしたのか、殆ど皆座禅に参じた。
座禅の会を無我会と称した。
私は前述のよう 縁有って密教 世界に分け入ろうとしていたが、周辺には密教の先達なく、本願寺の寺には貧乏学生は近寄り難いのでやむなく尚志会の先輩達の強引な勧めに従って禅の勉強をしてみることにした。上海虹口にある妙心寺上海別院に先輩達につれられ初めて参禅したが、妙心寺派は臨済禅で、公案をもら
い、座禅をし、問答を交し激しい。曹洞宗派は只管打座（しかんたざ）只ひたすらに座り続ける。当時の私にはそんな区別は分からない。公案「隻手（せきしゅ）
の声」をもらい、座り方、呼吸、眠想の
仕方等をおしえてもらい、ひたすら公案に迫ろう する。心が落ち着いてくると別院の近くのダンスホールの音楽がやけに耳に障ってくる。右側に座っていた人々は静かに次々と立つ は鐘をチンと打つてはどこか
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へ行くようである。ようやく心が更に静まってダンスホールの音が気にならなくなりかけたころ、私の前に役憎が座って何事
かを促す。今ちょうど調子に乗りかけているので動きたくない。座り続けて今少し何物かをつかんでから和尚前に出たいと思い、パスしてと私は言い動かぬ。だめだと相手は言う。しびれを切らした役憎が私の胸倉を取って引き出そうとした。私は思わず座蒲団をつかん 禅堂を引き因された。立ち上が ぬので役僧二人掛かりで私を押え込みにきた。こうなれば騎虎の勢いである。二人 に大立ち回りを演じ、力尽きて二人の役僧に担がれ、和尚の部屋に放り込まれた。
腹が立つやら馬鹿馬鹿しいやらで和尚に無言で一礼して自席に一民ったが、静かで半分限ったような座禅が一転、真剣な空気に包まれたのを肌で感じたので った。座禅が終わって老師の説教が始まったが、関口一番「本日ここに神聖なる道場を冷や しに来たものがおる。以後いっさい当道場への参入を断わる」ときた。以後兵隊で入隊するまで約三年間、座禅を続けてしまった。和尚の一言に引っ掛かってしまったのである。中国では、印度から伝 た仏教は永年のうちに日本 韓国、チベットへ素通りしてしまい、道教の中
形を変えて吸収されたもの以外は、禅宗だけ 中国各地に残っているような感じを受 たが、同期の大久保任暗君がある日、当時の中国三大名僧の一人、岡瑛禅師 下に私と禅に参じていた小岩井浄先生を連れて行ってくれた。私は禅とは何かと質問したところ、きらきらと一筆書いてくれた。
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禅宗之法是廻光返照断妄設真之法静坐時不思善不思悪但看一旬話頭（父母未生以前如何是我本来面目）不起分別堵故意識不行提起、自心本有一段智光、鶏直照去照到心空境寂自 諮悟時節
聞
瑛
禅は己（おのれ）
の中に仏性有り、只管打座、自己を具性せよと一言、っ。
昭和十六年十二月八日、この日はお釈迦様が悟りを聞かれた日として禅宗では十二月一日から八日まで
ロウハチセツンン搬入接心と称して八日の行を行なう。われわれも学校の許可を得て夜妙心寺別院に一泊し、夜から早朝にかけて連日、行に参加した。八日になった早朝、座禅をしていると、砲撃か爆撃か分からないが連続して腹に響くような凄まじい爆音が響いてきた。重慶か英米の爆撃かも知れないと思ったが、じたばたしても始まらないと思って座禅を続けていたが、座禅終了後参禅していた海軍少将から、日本がいよいよ英米を相手に戦闘を開始した、先程の轟
音は日本海軍が欧米の艦船に対 行なった砲幣であるとの説明が有った。
いわゆる大東亜戦争の始まりで
ある。
小田雪窓老師は接心明けの説教に当たり「十二月八日は釈迦如来大惜の日である。この日に米英を相手に
破邪の戦争が開始され のは誠にめでたい。この聖戦は必ず勝つ」と興奮して喜色満而である。
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反対に私は上海で中国の政権抗争の裏で繰り広げられている世界に述なる凄まじい謀略や中国全土に広が
り泥沼化して手を焼いている日本車の情況や満州ノモンハンでソ連戦車部隊に完敗した事実を隠し、それに対して正しい対応がなされ ない情勢等を多少知っていて愛国の情を抱いていたので、「何と馬鹿な 単純で、思い上がった小国日本が世界を相手に、精神論だけで勝 るも か、和尚も小さい、世界を知らぬ」とがっくり たのであった。
それから二年後の昭和十八年、日本 軍主導 下に陸軍も植民地解放を旗印に英米に封鎖された石油を初
めとする資源獲得を目指して東南アジア全域に戦線を拡大し、北方のソ連が欧州でドイツと抗争中で東洋に手が出せなかったのも幸いしてそこそこの成果を挙げたのであった。しかし思 上がって前進ばかりで引くことを知らぬ日本は東南アジア、中国で米英、中国との話し合い、妥協のチャンスを逃し、中国でも泥消の様相いよいよ深まり、東南アジアでも戦線を拡大し過ぎた付けが各所 現われ始めて暗 影 射して来つつあった。
この時、戦時非常措置による学生の徴兵延期は打ち切られ 我々は学業途中で兵役に参加する事となった。
学徒出陣第一回である。
昭和十八年十二月一日、南京に入隊する事となったが、奇しくも上海の妙心寺別院 お釈迦様の大慨にあやかつて行なっていた蹴八の接心開始の日であ 。入隊の日を間近に迎えたある日、
一人妙心寺別院に赴き、戦場に赴き生死の問題との対決を胸に小田老師
に禅問を投じた。
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「老師、釈迦と天皇とどちらが偉い」小田老師黙して答えず「チヨット待て便所へ行ってくる」
以後ようやく禅を離れて無より不動明王により縁を得た密教の捨の精神を深める努力をしようと決心した。
小田雪窓老師は後大覚寺の管長とな れた。密教研究死を覚悟せねばならぬ入隊に際し、即身成仏を説く密教のほうが禅より直哉的だと感じた。この世にはお釈迦様の説く生 病死の四苦 他矛盾、不合理、悩み、苦痛は大小数知れず渦巻いている。
早い話が戦争である。馬鹿なと思ってもやるしかない。その中で禅を組んで空を求めて解決するのか。南無阿弥陀仏の称号であの世を目指し逃避し 自分が数われるのであろうか。上海に本願寺のお寺があ が戦乱に悩む中国大衆を救えるのであろうか。私は再び不動明王からぶち込まれた「捨」の哲理を深く噛みしめたのであっ二年半、縁有って禅の道に精進してき が、我々一般人にとって「己を捨てる」「捨身」「欲を捨てる」のだとか捨の哲理を身近かの問題にぶつけて空の世界に近付いたほう 、
いきなり空を求めるより入り易いの
ではない と思った。そして日本の国の安泰を願うため、家を捨て、家族を捨て、自分を捨てて戦、つしかないと私の不動明王の
教えにしたがって戦場兵役に臨む決心をしたのであった。私は若いとき、縁有って不動明王と結縁したが、密教の事は殆ど知 なかった。 かし中国へ留学して同
同文内院，記念報 VOL. 18 4・1
じ中国向川学生「空海」に深い関心を持った。密教はインドから中国にもたらされ、唐の時代未曾有の凶難「安禄山の変」をインド僧金剛智の弟子不空が修法で鋲定し、その法力を発揮して以来、宮教は大唐の枢要な宗教となっていた。八
O
五年、遣唐使の第一船に乗り、留学僧として入唐した空海は数々の奇跡に近い天才を発揮して、当時
世界の文化が集まっていた唐 先端文化を短期間ですべて習得し、宗教に関しても党語、バラモン哲学、儒教、道教、民教、イスラム教 ゾロアスター教、
マニ教、各寺院を訪ね、その思想を見聞研究し蚊後に呉昌
第七祖 唐朝より「三朝国側」と仰がれ、弟子一千人を数える青龍寺の恵果阿閤梨の門を叩いた。
hyf
ゾウカイカンチョウコンゴウカイデンボウ
最短でも十年はかかると言われる大法を空海三ヵ月の聞に胎蔵界瀧頂、金剛界瀧頂、阿閑梨位の伝法瀧頂、つまり術教のすべてを忠果阿閑梨より授けられたのであった。在唐僅かに一年四ヵ月、その聞にその学識を聞いた順宗皇帝に面接、書を以て皇帝を驚かせているのである。この超人、大天才の空海に 密教の本流は日本にもたらされ のであった。空海は忠巣から託された使命を果たすため二十年留学せよとの朝命に抗して．
ミツゴンリンヨウド
し、密教を以て衆生を救う「済生利民」と日本を「密厳浄土」 するため挺身した。
一年半の留学で日本に帰国
官教以外の宗派は薬師如来や阿弥陀如来のように過去世に於て積んだ時業の報いで仏となった「報身仏」や人々を救済するため生まれ出てきた穆尊や日蓮や親驚等 「応身仏」から仏法 学び救 を得 。これ等は顕教と呼ぶようだが礎教は報身仏や応身仏を成り立たせている宇宙の根源仏、これ 「法身仏」といい、これから直接人間には見えない大宇宙、天地自然 理知を得て解脱しようとする。小川工海も「即身成 を日
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指したようである。
この「法身仏」を大日如来とし、本体は形なく、それは宇宙を成り立たせる原理そのものであり、原理そのものから溢れ出た大宇宙世界そのものと理解されている。我が不動明王は密教に於て如何なる解釈をされているか調べてみると、「不動明王の本体は大日如来」と
なっている。大日如来が普通一般 衆生を救済されるときは般若菩薩の姿をとって現われ、普通の説法では救い難いよ
ゴウキョウナ・〆ゲ
7
・〆
Zギーゥ
うな剛強難化の衆生には念怒形の不動明王となって現われるとされている。
ギーウヨウゴウ
剛強雑化の私を折伏した明王 形容は拝するものの魂まで貫き通すような恐ろしい念怒の相貌で右手に降
ジヨウジュヶ・〆サヲカ
魔の知日剣を持ち、左手に衆生を救い導く摂受の絹索を持ち、大磐石の上に或 は立ち、或いは坐行して、火シ，ウザ・〆マ
f
生三昧に住してその光背は会限痴一切の煩悩を焼き尽くして燃え上がる勢いを感じさせる。しかし衆生の苦しみを共に憂うるような奴僕の姿、徹の一二本の深い横鍛等のせいか何とはなしに念怒の形相の中に慈悲の心を感じるのであった。
不動尊と一一局、っインドの仏は、中国を経て空海により初めて日本に招来された仏であり、中国留学生である
私は中国へ留学した空海 中国での勉 の仕方 行跡に深 感動を覚えるのであるが、空海も密かに不動明王を自分の守護仏にされていたのではないかと感じた。
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江蘇省南通で中国を学ぶ一、豪族徐則宗氏と義兄弟となり、そして真の日本人となる決心をする私にとって南通は忘れ難い土地の一つである。学部一年になった夏休み、南通の鐘紡病院の清水院長が私の神戸の幼友達の叔父であり、中国に知人の少
ない私に一度遊びにこいとの述絡を受けていたのを実行する事とし、上海から南通行きの汽船に乗った。
中国民衆の実体を知るには農民述の乗る四等船室のほうが良かろうと思い農民や行商人達のうごめく船底の四等船室に潜り込んだ。これからが面白い。船が進むにつれ、あちこちで博打が始まるが麻雀しか知らない私には訳の分からない博打であり、各自持ち出して食している点心類も珍しく また彼 の話している言
葉が上海語とも異 って全然分からない。後で知ったが上海とは揚子江を北へ渡ったところなのに大きな河を隔てただけで上海の人聞が南通り言葉は分からないと一言っていた。
いろいろ観・祭を深めようと思っているうち 日本憲兵が検問に下りてきた。ずーっと見渡して書院の学
生服を着ている私のところへ来た。「貴様は日本人だろう」「そうです」「日本人は体面を保つため、
一等か
二等に乗ることになっておるのを知らんのか」「全然知りません した。私は学生で金もないし、中国庶民、良民の研究も兼ね 安い四等に乗りました」「金が無い？よし 仕方がな 、 長に話を けるからついてこい」
一緒に上に行くと一等の個室しか空いていなかったので、そこへ入れてくれた。そしてその個室には
食事もついているのには驚いた。
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さて南通に着き、鐙紡病院の清水院長の家に泊めてもらったが、院長が「西君、君に良い人を紹介しよう」
と言って南通の豪族の’凪子で日本の陸士を出て託粕衛政府単の少将で南通地区の司令官をしている徐則宗氏を紹介してくれた。後で判ってきたが実際は蒋介石直系の国府軍の大佐であるが父親の死亡により家事整理のため蒋 石総統の了解を得て帰郷して現在 職に在るようであった。翌日時間を決め、徐の豪邸を訪問したが徐氏が開口一番「凶君、君は何をしに中国へ来たのか」と切り込んで来た。「何をしに中国へ来たのかと言われても恥かしながらはっきりとした目的を持ってきたのではありません。日本での青年の若き悩みの中で、他国で動乱の地上海に身を投ずれば何か目指すものがつかめるのではない
かと考え、中川へ飛び込んで米ました。そしてこの．年下余り中国で持らすうち、
凶千年の文化を持つ中同
人というのはやはり偉大なものを持っているなと感じ始めています。それに引きかえ
日本の軍人や中国に
来ている一部 日本人は、威張っている割りに人間として程度が低く恥ずかしいと思っております 今現在私の心を割って取り出せば、小国人に対して恥ずかしくない日本人になっ やろう、
いや努力せねばならぬ
と思っている段階です。これから勉強して行くうちに何をやっ ら良いのか分ってくるでしょ 」と答えた。その問、中国人らしくない鋭い日で私を見てい 彼は、破顔一笑ぬう！と大きな手を私に差 出して握手をし、「それでよい」「今日 ら君 私の弟になった。夏休み等は日本に婦 ず、自分の家と思って私の家に来い」と言ってくれ、以後ときどき訪問したがいろいろのこと 教え指導してくれた。
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二、南通開発の優れた歴史清朝の末期、南通に張務という秀才が出て進士の試験に通り清朝に仕えたが、清朝末期の政治の混乱によ
り致仕して故郷に帰り、南通地区の発展に力を注いだ。
南通地区の土地は塩分が多くて物の実りが少ないのをなんとかしたいと考え、
いろいろ研究の末、塩分に
強い綿花を南通地区一帯 植えて綿花 帯とし、それが成功すると交通の便を考え長江に近いところに紡績工場を造り、製品を上海に出荷して多くの利益が出るようになり、南通一帯は街、農村共大いに栄えたが、張審は更に船着き場を整備し、汽船を購入して江北 豚やアヒルや鶏 その他の土産物を上海に出荷し、その金で上海の文物を購入して南通文化の興隆を計るほか、紡績で挙げた利益で学校を建て 事試験所を造り、病院を建て、民生福祉面でも目覚ましい成果 挙げ、蒋総統時代は模範県とされ、他 地域は南通 学べと言われたものだった。そして驚いたことに昔、南通という田舎町の中学で既に日本語を学ばしていた事であった。ところが今その紡績工場は軍の委託か何か判らぬが鐙紡が経営し おり、病院も鐘紡病院になっている。そして紡績工場の利益は日本へ持 て行くのか、日本軍へ行くのか分からぬが民生に還元されぬの 南通街は昔の繁栄の面影はない。 が真に中国と手 携えて行こうとするならば 利益の一部をもう少し民生に還元すべきだと思うが、君はどう思うか、だれか鐙紡の有力な者を知らぬ 説得できぬかと徐氏は言う。書院の北野大吉教授の経済学説史の講義の中の英国の社会経済学者ロパ
lト・オl
エンの学説と南通の発
展指導が似ていると思ったこともあるのであるが、普通に考えても徐氏の言うこ ももっ もと思った 、
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書院の先輩で鐘紡南通工場に在籍している人を見つけ出し、訪問して協力を要請したが、もっと上層部の政策に基づくことなので、その先制肌の子に負えぬと断られた。そして私の非力を峨くばかりであった。色々動き回っている裡、私が南通の埠頭に上ると尾行が付くようになった。
三、中国の願望・大中国統一の三つの方法或るとき、彼は真剣な顔付きで語り始めた。中国は国土広大で民族多く統一が非常に難しい。消末以来いろいろの大変化の中で中国の全民衆が苦しんでいるが、中凶の識者愛凶者が悩み抜いたボ．織に考えている本音を討に教え と一一日って次のように話つ
た。
一つは日本の明治維新以後の近代国家への脱皮を学び、束洋人同志手を携え中国を統一しようという考え
方。これが託先生の考え方である。
二つ目はアメリカの自由主義 家建国方式によるユナイテッド・ステイツ・オブ・チャイナ方式。これは
蒋総統の目指す方式
三つ目はソ述のやったマルキシズム・社会主義により、凹千年の歴史 析を大掃除してから近代凶家を建
設する。中国古代からあっ 大同思想、古代議 始皇帝がやった改革に少し似ているが、毛・周の中国共産党の方式である。
これからの中国は絞り込まれた三の方式が世界の思惑を巻き込みながら中国人の悲願である中 統一 日
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指して激突して行くであろうから頭に入れて置けと言われた。
その後の中国の情勢は彼の言、っとおり展開し、
日本の敗戦と共に任政権消え、蒋政権も農民、貧民、若人
を味方にした中国共産党政権に破れ、徐則宗氏自身もこの大波の中で消えてしまった。
しかし彼の教示があったため、そ 後の複雑な中国の大変動の中に在って、私は正確に情勢判断が出来、任、
蒋政権の消滅の原因、 の成功の原因も予測出来たのであった。
そればかりではなく、私は中華人民共和国成立直後、神戸華僑有力者の前で中国共産党政府は十年か十
年後には必ず自由化すると断言し、また中共に連動して動き初めて神戸共産党の支部長が日中友好協会初代支部長の委嘱に私のところに来たが、愛中国民族のためマルキシズムを利用した中国共産党とマルキシズムに心酔して日本、日本民族 消し去っても仕方ないと考える日本共産党とは全然合わないと断言した。二つとも私の予言は的中したがこれは皆、彼の教示が頭にあったのと中国人の心、体質を実地で胸で学んだ結果であり、戦後の日本 復興 対する日本 共産党 社会党の動き 功罪に対する私の一貫 行動も 国で学び、体得したも が基礎となっているのである。
四、中国風呂でピストルを突き付けら る或る日 徐則宗氏は多忙であったので部下の少佐に義弟の私を中国風呂に連れていって接待するよう命じ
た。彼と一緒に中国風呂に入り、 身共に寛いだ。中国人 日本人 ように毎日風呂 入らない。身体を温水か冷水で拭くか、高級者はシャワーを浴びるだけである。風呂に入る は日本人が慰安で温泉に入りに行
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くのと同じ感覚で、中国人が中国風日に入りに行くときは風呂に入って心身共に弛め、手足の爪を切り、こんなに垢が出るのかと思うほど独特の方法で垢取りをやり、
マッサージをやり、そして休息の聞にも煙草
は勿論のこと、簡単な酒や点心を取りながら仲間と談笑する。大変な賛沢なのである。
一緒に行った少佐は
初対面であり余り物を言わぬ男であった 気にもしていなかった。色々やってもらって最後の仕上げにシヤワーを浴びて完全 寛いで休息室に入ったところ、先に上がってい その少佐が椅子に座ったまま拳銃を私に向けてきた。寛いだ気持ちになっていたので驚いた 、何故そういう態度を取るのか納得出来ないので「要開火打開火」「我可不明白有什座理由」「不能理解体的想法」撃つなら撃て、しかし俺は理由が分からん、君は何を考えているんだ、と一百うと彼は「我是交通大学畢業 」俺は交通大学の卒業生だと言ってニヤリと笑つて拳銃を納めた。以前、上海交通大学 東亜同文音院とは近くにあった関係で上海の抗日学生運動の旗頭であった交通大学に抗日運動の標的にされたこ があ た様 り、その後同文書院は兵火に焼かれ、交通大学は教授、学生共に蒋介石政権と共に重度に移 難民に荒らされていた を が借り私達はそ 上海交通大学の校舎で勉強していたのであった。江沢民も上海交通大学 卒業生である。彼の一言で彼の屈折した気持ち、その奥に潜む縁に繋がる一筋の親愛の情を感じたのであった。しかし複雑な中国に在つては心が通じなければ何が起こるか分からない であった。五、中共軍に脱出・参加する人また或る日、夏の暑い日差しの中を田舎町南通の大通りを歩いていると、先方からやって来た背の高い中
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凶人に突然声を掛けられた。「君は書院生ではないか。何期生だ。こんな処で何をしている」
聞けば同文書院三七期卒業の飼手久雄という人であった。驚いた。こちらのほうがこんな処で何をしているのかと聞きたいくらいである。「その辺で一杯やろう。
ついて来い」と言うので、彼について小さな中国
料理屋 二階の小部屋に上がった。
理屈ぽい話し振りの中にマルキストだと感じた。兵庫出身でしかも二中出身でラグビーをやっていたとい
う。私が神戸一中出身だと知り彼も奇遇に驚いていた。徐則宗氏の事も知っていた。
ヌノグツ
やがて彼は金の延べ板の小片を取り出し木槌で薄く打ち延ばし、これを布鮭の底を剥がして縫い込み始め
た。そして今夜これから 共軍に参加するんだと言う
彼は徐則宗氏と私との関係を知り、政治情勢のことはあまり詳しく話さなかったが、治々と自分の信じるマルクス理論を私にぶつけ、君が脱 前 最後の日本人だと言っ 奇遇を喜んでくれて別れたが、神戸の家
族への連絡依頼等は一切なかった。後日、彼は中共軍の砲兵隊長となり戦死したと風の便りに聞いた。
経済の原理・原論を学ぶ当時、
日本は任精衛政権を全面的に支援せねばならぬ立場から中間経済の巡営を担わなければならなく
なっていた。
一ツ橋経済学三羽烏の一人中山一郎氏は任政府の経済顧問に、また杉村広造氏は上海商工会議所の会頭に、
そして泰斗の一人高垣寅次郎氏は束亜同文書院大学の教授となり、半年間の集中出張授業で我々に経済原論
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の講義を行なった。同文書院には一ツ橋からは北野大士口氏が経済学説史を教え、中岡ギルド社会に対して英国のロパ
l
ト・オ
l
エンの学説を対比させて講義されたが、中国経済の実践的分析研究に非常に参考になったし、神戸商大からは欧米へ 研究留学が不可能になっていたためであろう新庄博氏、｛日下忠雄氏、戸川義郎氏等の新進気鋭の若い教授達が経営学、会計学、簿記等を教えた。その他に東大我妻教授の民法、元広島文理大学教授で満州国建国に参画した口凶康信氏の憲法、日本共産党創成朗弁護士として参加して後転向した小山石井浄 の日本精神史、同文書院大先輩小竹文夫氏の中同経済論や鈴木択郎氏、熊野正平氏、坂本一郎氏 仙…返善雄氏等日本一の中国語教育陣に加え各 科共一流の人物、志有る気鋭の人物を集めた教授陣は充実していた。尚垣寅次郎教授の経済原論の講義の始まった或るけ、秋は老酒を．本手土産に学内の先生の宿舎を訪問した。そして質問をぶつけた
c
「私は中国問題に取り組む為に同文書院に入り し が、勉強の対象は広大で奥深く、経済学だけに時間
を割く訳にはゆかぬのです。 いて 、経済を ぶに
ψ寸たり、その本質、原点を知り長期勉強の恭礎にした
い。経済学の本質は経世済民ですか？」先生日く「えらく難しい問題をぶつけてきたなア」「私が一ツ橋助教授の時、研究留学 為欧州に赴いた。英国かド
イツか迷ったが結局、オーストリア 三年間、心理学を勉強して帰って来ました。経済の勤き、現象の元は人間の心理です 西君はこれからずーっと中国で生きる人ですから中国人 心理を勉強しなさい」流石は大家、本質を掴んでおられると納得した。そしてこの教示は以後の人生に於いて大いに役に立った
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のである。第四章
中国人の経済心理
一、国や政府のやる事を信用しない瞥くして中山一郎氏が経済顧問をしていた託精衛政府が
H本の応援を得て通貨を発行する事となり、日本
チョピケン
円一円に対して儲備券五・五元との交換率の発表があった。
それ迄は我々学生は毎日の相場を見て日本円の高いときに中国元に替えて買物をしていたのでこの固定相
場制が成功するかどうか学生間で論議が交された。
私は高知一先生の中国人の経済心理研究の手初めに、政府政治を信用しない中国人の心理により成功しないほうに賭けた 、この決定が発表される斑前になると日本人 私には驚くべき事が起こった。街にめぼしい品物が無くなって まったのである。中同人の金持ちから貧乏人迄総ての人が買い溜めに
走ったのである。中国人の金持ちの友人の家に行くと、三階建て十数室の家で家族は二部屋に集まり、他の部屋は品目品物 埋まっていた。
日本人の我々に考えられない買い溜め 凄まじきである。激動、政変に採まれてきて政府を信用しない中
岡大衆の自衛本能の発現であろう。勿論インフレーションである。物価は値上がりし、聞のレ
l
トは一円が
八一刊か九一花迄跳ね上がった。
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高垣先生の一言われた中国人の心理の勉強の必．要を痛切に思い知らされたのであった。その後の私の人生に於て、日本人が中国人の心理の勉強が足らず、否中国人だけでなく外国人の心理、そ
れに根差した社会、経済、政治の而の勉強が足りない為めに起きた失敗を無数に見てきて、狭い日本人的感覚を改める必要を痛感してきたのであった。
そしてマルクス・レ
l
ニンの頭の理論より、人間の心理の勉強のほうが大事だと改めて思った事であった。
二、信を求める心中国は儒教の国である。孔子は戦国時代、儒教を説いて世を治めようとした。儒教の教えの中に五常とい
うのがある。礼、義、仁、知目、信である。この中で一番、中核となるのが信である。信なければこの世の一切は成り立たない。
当時は西欧の東洋進出により清朝滅亡して欧米を後ろ楯とする蒋介石国民党政府 ソ連が指導する中間
共産党と日本の応援す 注精衛政権とが中国の統一 目指 の激しい国際的抗争を繰 広げていた時代であった。
かかる乱世でも人々は生きねばならず経済活動は色々の形で盛んに行なわれていた。Aという中国の超財産家が居た。欧米日の大会社がこれと取り引きしようとして契約書作成の段となると
Aは頑として契約書にサインしない。トップ同志 口約束だけで充分である。文書を作る事そのものが相手
を信用しないことの証拠であり、約束が破られることを前提に作った文書は意味がないと言って頑 して聞
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かず取り引きが成立しないのである。
一方、欧米日の大会社は書類の形にして上司の許可や横の協力を得な
ければならぬから、
口約束だけで契約文書なしと言う訳には行かぬのである。皆弱っている処へ
B
という西
欧事情に明るい中国人の金持ちが て、
B
は
Aと口約束、中図式腹芸による信用取引を行ない、欧、米、日
の会社には
B
が契約書を交して取り引きを実施し、
Aと欧米日の大会社との問に立って大きな取引を仲介、
成立した形 なった。この
B
という存在をコンプラド！と一百い、中国名では買弁と称したが、戦前、中国と
の取り引きでは買弁という存在が陰で大きな活躍をしていたのであった。我々の尚志会に坂本浩という青森県出身の大酒飲みの豪傑が居た。彼の使いで徐家匿の酒屋に行き老板（主人）に坂本さんの使いだと言、っと快く注文 酒を持たせ くれた 代金は出世払いであった。腹の太い話である。中国の民衆の中にも儒教の信の思想が生きていたのか、私も幾度かこれに似たような中国人の腹 太さを
体験したのであった。
二、商売は戦争である戦争、災禍を幾度となく潜り抜けてきた中国の零細な庶民にとって命に次いで大切なのは金である。勿論、
前述の様な信用とか義理人情は底辺では生きているのであるが、命に次いで大切な金の取引に付いては根底に商売戦争、経済戦争の様な凄みが感じられる。そして信義、信用をこえ戦略、謀略の匂いもし、彼らが子供の時から親しんでいる三国志の戦いや謀略、孫子の兵法を感じることすらある。
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或る時、私の友人の年寄りに、息子が初めて尚光をやり推茸を売り込みたいと一百っているのでおは中同人に顔が利くから神戸の中国人の海産物屋を紹介してやって欲しいと頼まれ、紹介した。その後、彼がごまかされ損をしたから助けてくれと私 所に来た。事情を聞くと、取り引きの最初に先方が「俺が看貨をするから、君は袋 運び、俺が読み上げた貫日を記帳し計算してくれ」というからそれに従って取り引きしたら貫目が思った以上にショートし損をした。秤に何か細工 てあったとしか考えられないと言、っ。私は椎茸の取り引きに関しては素人だから偉そうなことは言えぬが、日本の仕入先も一十し枇茸に湿っ気を持たせて貫目を増やすような事はなかった か。又中国人の秤に仕掛けがあ たと て、君が不審に思っら何故その時秤を検査するなり、今一度今度は討が看 をやるよう提案 なかったのか。中同人は尚売は戦争と忠っている節があるが、持は戦争に負けたのだから諦めよ。そして自分の甘さを自戒し、次からの商に生かせ。と説教を垂れた。説教を垂れながら中国人やスラブやユダヤ等海千山千 外凶人に対する日本 、私もその一人であるが、甘さを白戒自覚したのであった。関帝廟は中国各地で中国一般庶民、特に商売人 商売の神様として尊崇を受けている。関帝廟の祭神は三間史演義で名高い鈎の武将「関羽」である。戦いの大将が何故商売の神様となるのか。随時代にはその誠忠武勇を買って天台宗が仏教の守護神とし、道教も「伏魔大帝」と名付けて神の列に加えて随末の文弱乱世に活を入れようとし 明時代には人民統治の必要 誠忠、信義、民衆 対する仁が強烈で神に値するとし明の神宗は「コ一界伏魔物神威遠鎖天尊関聖帝君」と帝位を贈った。その後、三国演義物語が世間に広がるにつれ関帝の人気は高まる一方で、大衆の中では、そ 忠、倍、義、
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ナュウパツハ・〆ギャヲ
仁、悪に対する勇を敬するほか治病除災、談剖叛逆、延長長寿、果ては招財進宝、庇護商買の功徳をもたらすとされた。消朝時代には順治帝が「忠義神武霊佑威顕護国保民精誠綬請坊賛宣徳関聖大帝」の神名を贈り皇室が守護神として祭ることとなった。この様にして大武将関羽が商売と言う戦争に於ても神となるのであるが、中国人の経済意識の根底に儒、
仏、道に通ずる人生哲学が根を下ろしていると私は思うのである。
中国文化は奥が深い。表面だけで判断しては誤りが生ずると思った事である。
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西好隆氏の略歴
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。
O南京で入隊、歩兵他小隊長として揃江省寧波
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O戦後の日本人貿易禁止の中、華僑を通じて神戸の貿易再興を計り、瀧川儀作氏を会長に戴き、日中財界人を集めて神戸日華実業協会を再編事務局長となり、戦後初めて神戸貿易の突破口を聞く。
O中国共産党政権となる変化により、協会を辞し神戸商工会議所秘書課長に任じ、戦後の神戸市復興に関わる。
O
昭和二八年瀧川儀作氏 すすめにより、丸紅神戸商工会議所を辞し、経済修業のため大阪の鉄鋼中小業者側、ン
lヤリング工場に投じ、戦後大激変する日本の鉄鋼業界の中で大商社、大メーカーと戦い、或は
総評等と斗い世の矛盾と斗って業界一の加工業者となる。
O過労で倒れて事業を住友金属に託し、昭和五八年住金日向会長の支援により鮒西商会を作り、斗病と中国研究を志し今日に至る。
西好隆著作『日中憂国風雲録
中国編』（あさひ高速印刷側出版部）より転載
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